第１に志望するキャリアフィールドと志望理由をお答えください。

私は、セキュリティという、企業の運命を左右しかねない責任のある仕事をしたいと思い、このキャリアフィールドを志望しました。私は、インターンを通して、企業のセキュリティへの関心の高さを目の当たりにしました。プログラムの書き方に始まり，データへのアクセス権や社員の入退社管理など、さまざまなセキュリティ対策を行っていました。社員の方に、なぜそこまでするのかと尋ねると、「情報が露営することは、信頼を失い会社が倒産することと同じであり、セキュリティ対策にやりすぎるということは決してない」ということを伺いました。

実際情報露営が原因で痛手をこうむったところが多くあります。今後、セキュリティがこんな感じで必要になってくるよね？

私は、そのようなセキュリティという、責任のある仕事がしたいと重い、このキャリアフィールドを志望しました。
あなたが面接時に最もアピールしたい内容

私は，自分の能力の向上につながることを行うことが好きな人間です。大学3年の夏以降，長期休暇の時には積極的にインターンに参加し，合計5ヶ月以上にもわたり，計3つの会社でインターンを行いました．社員の方と一緒に仕事をすることで，さまざまな技術，工夫を学び，1ヶ月間同じシステムを作り改良し続けることで，プログラミングやアイディアを創造する能力を向上させ，社員の補佐役としてインターンを運営することで，生徒の状況を把握する力を向上させたりしました．また，知識を増やすため，就業時間より早くに出社し，英語やフレームワークの勉強会などにも積極的に参加しました．この結果，プログラミングやデータベースに関する知識，社会人の方の考え方など，大学では学べないことをたくさん学ぶことができました．研究室では，インターンの経験から，教授の担当する実験のHPを作成を任されたりもしました．

に入学したときは人見知りで，サークルの仲間ともすぐには親しくなれなかったのですが，自分からいろいろなことに顔を突っ込んでいくうちに，人見知りを克服することにも成功しました．
私は好奇心が在ります。長期休暇になるとインターンに率先して参加しました。研究室で作ったフットサルチームのHPを作成したり、研究室のサーバの管理を行っています。

私は、他人の意見を多く聞き取るよう意識してきました。

先人の知恵という言葉があるように、自分より詳しい人に意見を求めることにより一人で考えるよりもよりよいものができると考えています。ECナビのインターンではどんなときも、さまざまな社員の方と意見を交換することをしました。それによって、順調だった過程でもよりよい方法が見つかり、困難は解決されました。

その際、どういったことがしたいのか、こんなことはできないか、こうやろうと思っているがどうだろうかなど、自分の意見を述べてから意見を聞くようにしました。また、意見を聞くことによって、社員との友好関係も気づくことができました。私は、今後は他人の意見を聞き入れ、それを応用することによって自分独自の手法を編み出して生きたいと考えています。

これは決して自分の意見を持たなかったというわけでは在りません。世の中では、新しいものを創造できる人が重要視されていますが、「先人の知恵という言葉があるように」新しいものは過去の上に立ってこそすごいものであると考えています。どんなにすごい発想を自分で考えたとしてもそれがすでにあるものであったなら重要性は全くありません。そのため、私は過去の知識をむさぼりつくすことの一環として他人の意見を聞き取るようにしてきました。たとえば、ECナビのインターンでサジェストを作ったのですが、その際形態素解析と呼ばれるものを使ったのは社員の方からの知識を引き出すことができたからです。私は、他人の知識を活かすことも重要で在ると考えています。

あることに関する情報を得るためにはさまざまな方法がありますが、私は、情報をえるもっとも良い方法は、その情報を知っている人に教えてもらうことだと考えています。ECナビでのインターンであるプロジェクトに参加し、検索バーのサジェスト機能を作成しました。はじめはサジェストという言葉すら知らなかったものです。はじめは、サジェストのsampleをwebから探しそれを解析しました。Googleが現在サジェストを導入していますが、はじめは文字が完全に一致していないといけないなど、足物にも及びませんでした。サジェストの基本が出来上がると、次にどういった機能がほしいのかを自分で考えたり、集めたりし、それを行うのに最も適して方法は何かを社員の方たちと話し合いました。それを作るにあたり、最終的にはAjax,mysql,形態素解析,javascript,phpなどさまざまな知識が必要となりました。

サジェストを作るにあたって、文字の予測、関連後の検索、セキュリティの問題、応答時間の問題などさまざまな欠点がはじめありました。私は、サジェストを監視し、応答時間を計算するプログラムをつくったり、文字を形態素解析を行い、サジェストを使いやすくしたりしました。

私は、好奇心があります。そのため、私はインターンを行ってきました。インターンを行うことによって、実際の文献の中の知識でなく、実際にどのようなものなのかを体験することができます。仕事や同僚が楽しければ、どんなに大変であっても楽しめるということを体験しました。自分でアプリケーションを作成する、他人と話しあいながらプロジェクトを進める。

このため、私は新しい技術などを積極的に調べ、理解することに喜びを感じます。

他人のために何かをしたい

人見知りの克服

また、情報をえるもっとも良い方法は、その情報を知っている人に教えてもらうことです。私は、大学入学当初は人見知りが激しく、サークルの先輩でも苦手としてしまう人がいたりしました。しかし、いろいろと教えてもらうためには人見知りは不利なことしかないため、人見知りを克服しました。

他人の意見を取り入れる

私は、過去3つの会社で、合計4ヶ月間にもわたってインターンに参加してきました。その中には、発想力を高めるためのもの、ホームページに関する知識を高めるもの、実際に会社の一員として仕事を任されるものなどがありました。私はこれらの経験を通して、自分からわからないことを聞きにいくということを学びました。すべてを自分で理解するのは大変である。自分以外の人の意見は重要である。なぜなら、一人の意見では間違った方向に進んでしまうことが多い。また、自分の持っていない知識を持っている可能性もある。そのため、他人と話をすることが重要だということを学びました。

